


 

凡 例 

■アクセス鉄道開業前 

■アクセス鉄道開業後 

 

（３）建設費縮減と工期短縮の取り組み 

建設費の縮減やメンテナンスの省力化に積極的

に取り組み、当初計画の見直しや既設鉄道で開発

された技術を積極的に導入した。これにより、最

終の建設費は 329 億円となり、認可額 416 億円に

対して約 20％のコスト縮減が図られた。また、り

んくうタウン開発関連事業と連携することにより

作業の効率化が図られ、通常 4～5 年を要する工事

期間を実質 2 年半で完成し、大幅な工期短縮を達

成した。 

 

３．開業効果 

（１）空港アクセス利便の飛躍的向上 

 仙台空港線とＪＲ東北本線との相互直通運転に

より、ＪＲ仙台駅から仙台空港へのアクセス時間

は、自動車利用の 40 分から快速で 17 分、普通で

24 分と大幅な時間短縮を実現した。これにより、

高速バス利用者のほとんどが鉄道利用へと転換し

た。また、この直通運転に加え、ＪＲ仙台駅での

東北新幹線や在来線などの利用により広域的な交

通ネットワークが構築され、宮城県内だけではな

く東北各地から国際空港である仙台空港への利便

性が飛躍的に向上した。このような仙台空港線の

開業による空港利用圏域の拡大は、仙台都市圏の

拠点性を高めるとともに、東北地方の国際化や観

光資源の開発に寄与し、地域経済の発展に大きく

貢献することが期待されている。 

図－２ 仙台空港への１時間アクセス圏 

（２）新たなまちづくりに貢献 

 「りんくうタウン」（面積約 185ｈａ、計画人口

6,500 人）は、東北の空の玄関口にふさわしい活

力と魅力あるまちづくりを目指している。 

 りんくうタウンを構成する杜せきのした・美田

園両地区の土地区画整理事業は、本路線と一体的

に整備が進められ、仙台空港アクセス鉄道の開業

に合わせてまちびらきが行われた。 

美田園駅周辺では、観光物産交流施設が着工さ

れ、宮城県の教育・福祉施設なども計画されてい

る。また、杜せきのした駅周辺では、昨年 2 月に

オープンした大型商業施設が連日買い物客などで

賑わいを見せる一方、住宅やマンション建設も進

められており、公募による宅地分譲でも即日に完

売するなど好評を得ている。 

このように仙台空港悪アセス鉄道は、空港への

アクセス機能だけではなく、新たな街の基幹交通

として開発促進に重要な役割を担っており、鉄道

の開業を契機としてまちづくりに一層の拍車をか

けている。 

写真－４ 杜せきのした駅と大型商業施設 

写真－５ 住宅建設が進むりんくうタウン 

 

４．まとめ 

仙台空港アクセス鉄道の開業により、仙台市周

辺を始め、東北各地からの仙台空港への利便性は

飛躍的に向上した。これにより、今年 1 月までの

利用者は 200 万人を超え、1 日平均では 7,200 人

を数えるが、今後、りんくうタウンの成熟や他の

交通機関からの転移により増加するものと想定さ

れる。 

また、仙台空港アクセス鉄道は、開発が進む新

たな街「りんくうタウン」の基幹交通として位置

づけられ、空港周辺地域の開発促進に大きな役割

を果たしていくものと期待されている。 
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